　「工業標準化法第１２条による申出用事前調査票」を書いてみるテスト

　あくまでもテスト……というか、叩き台です。

　一部にチェックしていない＆記入していないところがありますが、

（別紙２：公募概要調査書）

応募団体名：日本語入力コンソーシアム　　　　　　　　　　　　　

平成１８年度ＪＩＳ原案作成に応募する規格内容の概要調査書

１．工業標準案の番号及び名称 （和文及び英文）［改正の場合は名称及び規格番号を記載すること］

和文
仮名漢字変換システム用同時打けん型入力法 

英文
The synchronous touch type input method for kana-kanji conversion systems. 

２．制定／改正の内容等に関する事項

・制定／改正の別

■制定　　  □改正

制定／改正の必要性及び期待効果

　現在かな入力のために広く用いられている，ローマ字入力法を規定した JIS X 4063 ，もしくはかな入力法を規定した JIS X 6002 のみでは，全ての人が「良いユーザエクスペリエンス」を得られるとは限らない。

　本案は，25年以上の長きにわたり，NICOLA(親指シフト方式)を希望するユーザにより支持され続けてきた，実績がある入力方式を基礎とし作成したものである。これを既存の情報処理系けん盤配列もしくは互換製品と組み合わせ，ソフトウェア的手法によって本案を実現する。

　そのため，ハードウェアの別途設計を必要とせず，既存の情報処理系けん盤配列を用いる利用者に対して不利益を与える恐れはない。一方では既存の情報処理系けん盤配列を利用することが困難である利用者にとっては，既に利用実績があり実用的な選択肢が増えることとなる。

　本案は，より多くの人が「より良いユーザエクスペリエンス」を得るための，新たな選択肢として成立しうる素質を備えている。

　なお，本案に沿う挙動を示すエミュレータは，既に主要な情報処理系機器用に用意されており，導入作業を行えばいつでも利用可能な状態にある。その現実を後追いするために本案を制定する必要がある。

規格原案の適用範囲

　仮名漢字変換システムのための入力法について，仮想の同時打けん型けん盤配列を用いた文字選択方式を規定する。

　既存のJIS規格もしくは同等の国際規格により規定されているけん盤，もしくは市場に存在するその他のけん盤を，ソフトウェアエミュレーション技術を用いてこの規格に適合させるための方法について規定する。

　けん盤上のキーの相対的配置について規定し，けん盤の刻印，キー間隔，けん盤の傾斜，キートップの形状，寸法などの物理的要因については規定しない。

規定項目又は改正点（制定の場合は規定する予定の項目。改正の場合はどのように改正する予定なのか具体的に記入）

　同時打けん型けん盤での仮名，英数字，特殊文字の配列及び仮名漢字変換システムで必要とする制御けん盤の配列について規定する。

　同時打けんを用いる文字選択方式を規定し，同時打けんを判定する条件について規定する。

　これらに付随して，同時打けん操作のアクセシビリティ対応，和英文交ぜ書き操作のアクセシビリティ対応，エミュレータによる仮名漢字変換システムへの接続，配列変更によるアクセシビリティ対応を規定する。

３．工業標準化法等への適合

工業標準化法第２条第（２）号
鉱工業品等
情報処理系けん盤配列


事項
仮名漢字変換システム用同時打けん型入力法

利害関係人からの申出に係る取扱い基準への適合（別表参照）
別表(1)の該当項目
ア、エ、オ


別表(2)に該当しないことを確認
■　該当しない

標準化重点分野への適合
□ 基礎的・基盤的分野


□ 汎用的な分野


□ 中小企業性が高い分野


■ 公共目的・政策普及の観点から必要な分野


□ 国際的対応が必要な分野

国が主体的に取り組む分野への該当(JIS原案作成ﾏﾆｭｱﾙ参照)
■該当（　イ．消費者保護の観点から必要な分野　）

□該当せず

上記分野に該当しない場合：市場適合性への該当(JIS原案作成ﾏﾆｭｱﾙ参照)
□有（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

□不明

４．原案作成に関する事項

・原案作成状況

原案作成期間（予定）
□平成１８年　４月１日～平成１９年　３月３１日

□平成１８年　８月１日～平成１９年　７月３１日

□平成１８年１２月１日～平成１９年１１月３０日

原案作成機関名
(和文)日本語入力コンソーシアム


(英文)NIHONGO-NYURYOKU CONSORTIUM (Japanese input consortium)


(英文略称）NICOLA

原案作成委員会構成
a.生産者側委員
？？名


b.使用消費者側委員
？？名


c.販売者側委員
？？名


d.中立・学識経験者委員
？？名

備考）原案作成委員会の構成表案(生産者、使用消費者、中立等の種別を記載)を添付のこと。

・提案原案の素案に関する情報

■
提案原案は原案作成段階で創作する。

□
提案原案は他のＪＩＳを基礎とする。


JIS番号及び名称：

□
提案原案はＩＳＯ又はＩＥＣの規格を基礎とする。


国際規格番号及び名称：

□
提案原案は他の海外規格を基礎とする。


海外規格番号、名称：

　　　↓

海外規格の著作権の使用に関し
□調整済み
□ ロイヤリティ要



□ ロイヤリティ不要


□今後調整

５．国際流通への影響に関する事項

・対応する国際規格及びそれらの規格との整合性（予定）

国際規格番号及び名称


整合性コード
□ＩＤＴ　　□ＭＯＤ　　□ＮＥＱ

国際提案の予定
□あり（予定時期：　　年　　月／ＴＣ：　　　）


■なし

・ＪＩＳの制定・改正が輸入に悪影響を及ぼさない理由 

□
対応する国際規格・海外規格と整合させる

■
産品に直接影響しない規格である

□
国内需給型の製品であり輸入実績がない

■
その他（具体的に）：ソフトウェアにより実現するため，本質的にハードウェアの制限を受けないし，ハードウェアの変更を強要しないため。

６．その他

生産・輸出入状況
年間生産数量及び工場数（生産額）
数量

生産額




工場数





年間の輸出数量（輸出額）
数量

輸出額



年間の輸入数量（輸入額）
数量

輸入額


既制定の類似・関連JISとの関係
JIS C 6233 (JIS X 6002) 情報処理系けん盤配列、かな入力及びローマ字入力用けん盤として使用。

JIS X 4063 仮名漢字変換システムのための英字キー入力から仮名への変換方式、ローマ字綴りを用いるために使用(必須ではない)。

JIS X 4064 仮名漢字変換システムの基本機能、【3.定義】の【g)仮名漢字変換システム】が定めた要求を利用している。

関連する強制法規・
公共調達基準等
法規名等　(法規名・政令・省令・告示名を記入)





規格案：
□ 引用されている
□ 引用される予定

特許権等知的財産権
□ 無



□ 有
特許権等の名称：



設定登録日：



実施許諾の有無：□ 有　　　□ 無

規格案は当該技術の
どのような開発時期か
□ 技術の成熟期


■ 技術開発の安定期


□ 新技術開発時

規格案の予定分量
原案　１２　ページ


解説　１０　ページ

７．１２条申出希望時期及び主務大臣

平成１９年　　月
■ 経済産業大臣専管


□ 他省庁との共管
大臣


□ 他省庁大臣の専管
大臣

８．本件に関する連絡担当者

部署・役職名
担当者氏名

（ふりがな）
TEL
FAX
E-Mail







